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赤ちゃんから高齢者まで、地域でいきいきと暮らし続ける
「健康長寿のまち しばた」 をつくります！

“健康寿命※”を延伸し、“平均寿命”新潟県トップをめざして
４つの分野で連携して取組を進めます
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Ｑ なぜ、『新発田市健康長寿アクティブプラン』が必要なの？

Ａ 2040年には、かつて経験したことがない超高齢社会になります

　団塊ジュニア世代が65歳を迎え、65歳以上の高齢化率が38％に達
すると見込まれています。
　今からしっかり対応し、市民の皆様と健康長寿に取り組んでいくた
めに必要な計画です。

Ｑ これまでの関連計画とどこが違うの？

Ａ 「オールしばた」の体制でプランを実行していきます

　これまでの縦割りのプランではなく、健康長寿に関わる新発田市全
体を網羅する計画です。市民、地域、企業、学校、関係機関、行政な
どが横断的に連携し、持続可能な取組を進めます！

Ｑ 新発田市民の寿命は長いの？　短いの？

Ａ 平均寿命は県平均以下です

　平均寿命は国、県よりも短い状況です。今後は平均寿命を延ばすと
ともに、健康寿命についても更に延伸していくことが必要です！

■健康寿命、平均寿命の現状（平成27年）

【出典】　平均寿命：完全生命表、　健康寿命：市試算
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※健康寿命とは「日常的に介護を必要とせず、自立した生活ができる生存期間」のことです。
　市の試算では要介護２以上を不健康な状態として定義づけており、国が公表する数値とは異なります。



健康づくりに関心のある人と
ない人の二極化傾向

働き盛り世代への働きかけの
不足

多様化する生活課題を支える
仕組みづくりの必要性
＝地域共生社会の実現

以下のポイントを強化し、「オールしばた」体制で健康長寿の取組を行います

地域や教育機関との
連携

●自治会や地域組織等と連携した地域の支え合いの推進
●高校や大学を含む教育機関と連携した働きかけ

企業との連携
●企業と連携した「健康経営」の促進
●企業と連携した健康づくりや市民意識の啓発

より健康に関心が
持てるような働きかけ

●健康づくりの実践と定着を後押しする手法の検討
●横断的な事業実施による市民への意識啓発

健康長寿を後押しする
環境整備

●健康長寿アクティブ交流センターなどの活用促進
●地域で行う活動を推進するための移動手段の充実

■成果指標　第１期　（令和２～４年度）
№ 成果指標 現　状 目標（令和４年度）

１ いきいきと暮らしている
と感じている人の割合 数値なし ―

２ 健康寿命 男：78.8歳
女：84.6歳

男：79.1歳（県平均）以上
女：85.0歳以上

３ 健康だと自覚している
人の割合 70.6% 75.0％以上

４ 平均寿命 男：80.1歳
女：87.2歳

男：80.7歳（県平均）以上
女：87.3歳（県平均）以上

【出典】 �№１：現状値なし（今後調査予定）、№２：市試算値（要介護２以上を不健康な状態とした試算）、
	 №３： 平成26年度「市民健康栄養実態調査」、№４：平成27年厚生労働省「完全生命表」

取組の分野と方針
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望ましい食習慣の確立、
定着

望ましい身体活動・
運動の実践、定着

生活習慣病の予防、
重症化予防 適正受診の推進 介護予防、重度化防止 生涯学習、社会貢献、就

労による生きがいづくり
助け合いや見守りの
できる地域づくり

乳幼児期
０～６歳

家庭、保育園、幼稚園、
認定こども園などが連
携し、「健康長寿」の基
礎づくり

・安心して育児ができるための情報の提供、指導・助言
・望ましい生活習慣確立のための啓発・支援

・地域行事への参加や世代間交流の支援

・�「食とみどりの新発
田っ子プラン」を活
用した食育

・�運動の楽しさを体験
させる活動の推進

・�小中学生のスポーツ
活動の充実

小・中学校期
７～ 15歳

家庭、地域、小学校、中
学校などが連携し、「健
康長寿」の習慣づくり

・健康づくりやいのちを大切にする家庭や学校での教育の実施
・子どもや子どもを通じた保護者への健康づくりの啓発
　（生活リズム、健康管理、歯科保健など）

・�「しばたの心継承プロジェクト」を通じて地域
への愛着を育成
・読書、趣味等への興味・関心づくりの推進

青年期
16～ 39歳

家庭、地域、高校、大学、
企業などが連携し、「健
康長寿」の新たな取組を
進める

・�「食の循環によるま
ちづくり」の実践

・�「朝食しっかり」「野
菜たっぷり」「減塩」
の強化

・�日常生活で体を動か
すことや運動に関す
る啓発の強化

・�「＋10（プラス・テ
ン）：今よりも10分
多く体を動かそう」
の推進

・�生活習慣病発症予防及
び重症化予防の推進

・�疾病の早期発見・早
期治療のため、健
（検）診受診率の向上
・�いのちを守るための
取組の推進

・�疾病予防、早期発見・
早期治療及びジェネ
リック医薬品の推奨
・�かかりつけ医の推奨
や適正受診の啓発

・�介護保険制度の理念
「自助・互助・共助」
の啓発

・�読書、趣味等の生涯学習を支援
・�多様な働き方やボランティア活動等を支援

壮年期
40～ 64歳

家庭、地域、企業、施設
などが連携し、「健康長寿」
の確実な実践を進める

・�生活習慣病、フレイ
ル（虚弱）、認知症な
どの介護予防対策の
推進
・�「住民主体の通いの
場」づくりの支援

・�生涯現役の意識の普及
・�多様な働き方、生涯
学習、趣味、ボラン
ティア活動の支援

・�地域活動への参加が
健康長寿に繋がると
いう意識の普及
・�住民主体の支え合いの
仕組みづくりの推進

高齢期
65歳以上

家庭、地域、施設などが
連携し、「健康長寿」の
更なる取組を進める ・低栄養予防の啓発 ・�地域で行う運動機会

の充実・支援
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新発田市健康長寿アクティブプラン～地域でいきいきと暮らし続けるまちづくり～


